
大恩子ども神楽

10月28日のかかし設置の様子

富来路に200体のかかしが登場‼11月
10日

国見子育て支援センターの利用者の皆さんとグループの皆さん

特別ゲストの藤波辰爾さんがスターターを務めました

ジュースの早飲み大会

　11月10日（土）、とみくじマラソン応援前夜祭が、文渓里の
会（藤本貞夫会長・大恩寺区長）主催で、国東町富来の八坂社
で行われました。
　マラソン大会の
安 全 祈 願 に 続 い
て、地区内のコー
ス沿いに設置した
“かかし”のライト

アップ点灯式、地元の大恩子ども神楽などが行われました。
　旧大恩小学校区の活性化に取り組もうと結成された同会で
は、マラソン参加者に楽しく走ってもらおうと、地区の皆さ
んの協力で、修正鬼会や峯入りの様子を再現した手作りのか
かし約200体を10月末から展示していました。

（左から２人目）世界チャンピオン・イスラエルのアーロン選手

くにさきの風を受け梅園カップを開催11月
3・4日

　15回目の開催となった梅園カップ2012が、ウインドサーフィン
の世界チャンピオンと国内プロ選手を含む85人の選手を迎え、11
月３日（土）・４日（日）に安岐町塩屋海岸で開催されました。
　今大会では、最近人気のスタンド
アップパドルボードの競技も加わ
り、全13レースの熱戦が繰り広げら
れました。また、ビーチイベントでは
恒例の宝探しやお楽しみ広場が開催
され多くのギャラリーが訪れました。

ソニーセミコンダクタ（株）が社会貢献11月
19日

　国東町のソニーセミコンダクタ（株）大分テクノロジーセ
ンターの「燦活動グループ（大森基伸代表）」から、市内の
子育て支援センターに本やぬいぐるみなど320点を寄贈して
いただきました。社会貢献活動に取り組む同グループが、使
わなくなった本やおもちゃを社内で募ったもので、４月の放
課後児童クラブへの寄贈に続いて２回目となりました。
　11月19日（月）、国見子育て支援センターで贈呈式が行わ
れ、同グループのメンバー５人から寒田源策市社会福祉協議
会国見支所長代理へ手渡されました。

将来は役者になるかも
塩屋俊監督が国東小児童とワークショップ 11月

20日
　臼杵市出身の塩屋俊監督が、11月24日（土）開催の国東
市青年演劇祭を前に、11月20日（火）、アストくにさきで
ワークショップを行いました。
　塩屋監督と、監督のプロデュースする演劇の出演者など９
人が、国東小学校の６年生児童52人とゲームなどで交流し
ました。
　10人ほどが輪になって、１人が好きなポーズをとり、隣
の人がまねて次々と伝えていく「ポーズ回し」や、全体を２
つのグループに分け、人文字で「３」や「小」などをつくる
速さを競うゲームなどを行いました。これらはコミュニケー
ションプログラムと呼ばれ、監督が主宰する俳優学校で、役者の基礎となる最初のレッスンでも行われるものです。
　塩屋監督は「今日のゲームも人との関わりが大切でした。これからもいろいろな人と関わっていきますが、相手の
気持ちを考えることが大切です」と話していました。

じゃんけんゲーム

竹田津小で世代間の交流事業 10月
30日

　10月30日（火）、竹田津小学校（橋本邦彦校長・児童31人）
で「竹っ子ふれあい収穫祭」が行われ、招待された26人の
老人クラブの皆さんが児童との交流を楽しみました。
　児童たちが歌やちょるちょる音頭を披露した後、高齢者と
児童が全員でじゃんけんやしりとりゲームを楽しみました。
また、イモ植えや収穫作業に協力した鬼籠区老人クラブの皆
さんへ、児童から手作りの感謝状が贈られました。続いて、
収穫したサツマイモを使い、石がきもちやイモご飯などを
作り、みんなでおいしく食べました。
　鬼籠区老人クラブの田口義徳さんは「行事に参加することで学校が身近に感じられます。今後も協力し
て竹田津小を盛りあげていきたいです」と話していました。

くにみ苑に笑顔がいっぱい 11月
15日

　11月15日（木）、国東地区難病友の会（畑野光子会長）の皆さん
が国見町の養護老人ホームくにみ苑を訪れ、相撲甚句や詩吟、カラ
オケ、踊りなどを披露しました。
　同会の訪問は昨年に続いて２回目で、畑野会長は「昨年のお礼の
笑顔に感激しました。今年も会員と家族、ボランティアで準備をし
ましたので、楽しんでください」とあいさつ。
　手作りのカレンダーなどのプレゼントや抽選会、地元のボラン
ティアの皆さんによるお茶の接待も行われ、楽しい交流の時間とな
りました。

国東発信！がんばるで大分　商工会物産展 11月
17・18日

　11月17日（土）・18日（日）の２日間、国東陸上競技場で
国東市商工会主催のチャリティ物産展が行われました。７月の
大分県北部豪雨災害で被害を受けた地域の中小事業者を支援し
ようと、県内各地の商工会からさまざまな物産やグルメが集ま
り販売されました。ステージイベントでは、キッズダンスやマ
グロの解体ショー、ジュースの早飲み・てんぷらの早食い大
会、特産品が当たる抽選会などが行われました。
　初日はあいにくの雨でしたが、２日目は好天に恵まれ、２日
間で約3,500人という多くの来場者でにぎわいました。

雨ニモマケズ  風ニモマケズ  とみくじマラソン11月
11日

　11月11日（日）、全国から4,017人が参加して、第23回仏の
里くにさきとみくじマラソン大会が開催されました。この日
は、大会始まって以来初めてとなる強い風と雨が降る天候とな
りましたが、開会式とスタート・ゴール地点を陸上競技場内か
ら、体育館と外の駐車場に変更して各レースが行われました。
　大会運営にはたくさんのボランティアが協力しており、コー
スに設けられた給水所では、中学生や高校生、地元の皆さん
が、雨に濡れた選手に温かい声援を送りました。
　また、昼前には雨も上がり、ゴール後は名物の“いころ鍋”が
振る舞われました。
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